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満足なものはできていない状況にある。齋藤氏は，まずスピン 3 と 5/2 の超対称多重項に対応する場の理論
の超場形式を構築した。超場形式のおいても多数の補助場が現れるため，これらを捨てて物理的に有用な自
由度を選び出すための拘束条件及びゲージ条件を見出した。その結果を用いて超対称な高いスピンを持つ場
の理論が超対称行列模型の中にどのように含まれているかを示した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　齋藤氏の研究は，古くからある難問に新しいアプローチを用いて挑戦したものである。行列模型の方法は，
これまで用いられてきた超場等の方法に非常によく似ているが，これまでになかった新しい要素を含んでい
る。これを用いることによって，高いスピンの場の理論に新たな視点と発展をもたらした。高いスピンの場
の理論は，古くからの問題であるために長い間研究している専門家が多く存在しているが，それらの人々か
らも齋藤氏の研究は新しいアプローチをもたらしたものとして引用されており，高く評価できると考える。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
